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島高だより 
平成 29 年８月号 
（通巻第 137 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

１日（金）振替休日 

２日（土）青楓祭(体育祭)会場設営 

３日（日）青楓祭(体育祭)

４日（月）振替休日 

８日（金）振替休日 

９日（土）青楓祭(文化祭)会場設営 

10 日（日）青楓祭(文化祭) 

      

陸 上 部 

第 72 回国民体育大会 長崎県予選大会

少年男子Ａ 5000ｍ    第１位 近藤 亮太 

少年男子Ｂ 100ｍ   第１位 池田 成諒 

            第２位 菅野 陽太               

 少年女子共通 棒高跳び 第２位 中田 有香 

 少年女子共通 棒高跳び 第３位 本田 早紀 

 青年女子   800ｍ   第３位 城谷 桜子 
 

合 唱 部 

第 72 回九州合唱コンクール長崎県予選 

 銀賞 

第 55 回長崎県高等学校音楽コンクール 
  金賞 鶴田 賢一郎  

  銀賞 片山 晴香 中尾 瑞穂 

  銅賞 原  三朗 

剣 道 部 

平成 29 年度国民体育大会 

第 37 回九州ブロック大会 

第３位 少年女子 

テニス部男子 

第 30 回長崎県高等学校テニス選手権大会１年生大会                     

男子ダブルス  優 勝 島田・菅藤組 

 男子シングルス 第３位 島田 駿斗 

バレーボール部女子 

長崎地区高等学校男女育成バレーボール大会                     

 第２位 

弁 論 

「社会を明るくする運動」            

優秀賞 島原市教育長賞 松本穂乃佳 

                          

 

誇   り 

     

 

校長室  

校  長 渡邉 孝経 

この夏の全国高校総体において、剣道部男子が準優勝、女子が５位、レスリング部
の大津君が３位、全国高校囲碁選手権において囲碁愛好会の松本君が３位となり、島
原市の古川市長のもとに入賞した選手が報告のために表敬訪問を行った。 
その際、市長から２０１１年日本体育協会１００周年を迎えたことについての、長

崎新聞の「論説」の記事をいただいた。その記事の見出しは「文武両道を取り戻そう」
というものであった。常々、私が「島原高校は『文武両道』の学校です。」と言って
いるため、市長も気がけておられたのだろう。 
その記事は国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）の創始者、クーベルタン男爵から嘉

納治五郎氏が連絡をうけ大日本体育協会を設立してから１００周年であるというこ
と。そこで、スポーツの将来を考えるにはいい機会であり、気掛かりなのは、日本の
スポーツ界は戦後、徐々に「文武両道」の理念を失ってきたのではないか、という内
容であった。 
中学、高校によっては、まだこの精神がしっかりと息づいているところも確かにあ

るが、総じて、勉強はそこそこにして競技に没頭するか、あるいは勉強のために優秀
な選手になる夢をあきらめるかの選択を迫られる、というのである。そして、海外に
進出するようになった選手の多くが「学校で英語に限らず、もっと勉強しておけばよ
かった」と後悔する。外国人のチームメイトとの会話、監督や審判への質問、あるい
は英語での競技規則の理解などで、日本選手は苦労している、ということである。ま
とめとして、若者は、多くのものを同時に吸収する力がある。スポーツと勉強は間違
いなく両立できるはずだ。日本のスポーツ界はＩＯＣの主導する流れを歓迎し、文武
両道の風土を再度つくりだすべきだと結んでいる。 
本校はこの精神がしっかりと息づいている誇るべき学校だと全国に知らせたいも

のである。 
 

■剣 道 部 

全国高等学校総合体育大会 

男子団体 準優勝 
女子団体 ５位 
男子個人 ベスト８ 林田 拓朗 
       優秀選手 志築 柊威 

◆生徒感想より 
 

・映像を見て、改めて戦争は恐ろしいものだと思いました。

原爆だけでなく「無差別攻撃」「ホロコースト」といった

言葉がこの世界に生まれてしまったこと自体が間違ってい

るのだと思います。今回の学習で、自分たちにとって「当

たり前」になっている平和がとても貴重なものなのだと再

認識しました。  

・特攻隊の人の手紙には「命を国のために使うことができ

て幸せだ」とありましたが、その家族はどんな気持ちだっ

たのだろう、と心がひどく痛みました。  

・今までの平和学習では、専ら日本側の視点からしか学ん

できませんでしたが、今回の映像でアメリカ人の兵士も、

大戦時に嫌な思いをしていたことが分かりました。戦争は

本当に人を苦しめるだけのものだと強く感じました。  

・最近テレビで、憲法の改正や様々な法案に関する話をた

くさん聞きます。ほんの数十年前にこんな出来事があった

のなら、決して今の自分たちにとっても他人事ではないの

だということがわかりました。  

８月９日（日）、被爆県・長崎県民の一人として、被害に遭われた方々を追悼し、

平和の意味を真摯に考え直すことを目的に、平和学習を実施しました。  

 前半では、第二次世界大戦での市民への無差別爆撃の様子や、原子爆弾で焼け野原

となった広島・長崎の映像を見て、平和の尊さについて考えました。 

 後半は生徒会の代表生徒が「島高平和宣言」を読み上げ、原爆が投下された１１時

２分に、犠牲者の方々を悼み、全員で黙祷を捧げました。  
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本校で初めての海外研修旅行をオーストラリアで実施しました。期間は８月３日

(木)～10 日(木)の７泊８日で、２年生の 42 名が参加しました。施設見学等の主な

研修先は、シドニー市内でしたが、学校交流とホームステイは、近郊の新興住宅地

Oran Park で行いました。現地到着の日から週末に入りましたが、参加生徒はホス

トファミリーとのコミュニケーション等に大きなトラブルもなく、英語での生活に集

中することができたようでした。 

11 日（月）振替休日 

12 日（火）大掃除後、授業 

16 日（土）進研マーク模試（３年）

     進学ゼミナール

20 日（水）読書感想文コンクール 

21 日（木）定期考査時間割発表（全学年） 

     部活動休止(～10/2) 

22 日（金）学級役員任命式・国体壮行会 

23 日（土）土曜講座(全学年) 

28 日（木）学年末考査(３年) 

中間考査(１・２年)(～10/3) 

■レスリング部 

全国高等学校総合体育大会 

男子個人 84kg 級  第３位 大津 拓馬 
女子個人 56kg 級 第５位 吉武まひろ  

■囲碁愛好会 

全国高等学校総合文化祭 

囲碁部門 ６位 松本 直太 
   

３位 松本 直太

現地校（Oran Park Anglican College）では、小学生

から高校生まで、様々な年齢層の生徒と交流することがで

き、短い期間でしたが、学校側の細やかな配慮により、満

足のいく学校生活を送ることができました。 

今回の研修を通して、コミュニケーションのツールとし

ての英語の大切さだけでなく、自国の文化への誇りを感じ

た生徒も多く、改めて日本文化についてしっかりと考える

機会となり、その意味でも大変実り多い研修となりました。 

海外研修旅行（オーストラリア）報告 

背景はオペラハウスと 

ハーバーブリッジ（シドニー） 

全国大会結果報告 

主な部活動実績等 

剣道男子 インターハイ準優勝！ 

教頭 小川 由香 



平成2９年8月号（通巻第1３７号）                                                          平成2９年8月30日（水） 

学校ホームページアドレス http://www.shimabara-h.ed.jp/                    携帯用サイト http://www.shimabara-h.ed.jp/k/ 

 

 

  

 

今年で 36 回目となる学習合宿を７月 28 日(金)から８月３日(木)までの６泊７日で実施

しました。３年生 217 名（91％）が参加し、１日 11 時間の一斉自学と 30 分間の Listening

という、多くの生徒が経験したことがない長時間の学習に取り組みました。  

学習合宿の主な目的は、「自主的計画のもとに自学自習の態度・習慣を身につけ、集中力・

持久力を養い、自己の限界に挑戦する」ことです。最初は長い時間、机に向かうことが大変

な様子でしたが、お互いが仲間の姿に刺激を受けながら、日を追うごとに集中力も高まって

いきました。じっくりと時間をかけて学習したり質問に行ったりすることによって、わかる

喜びや学ぶ楽しさを感じたという生徒もたくさんいたようです。  

学習合宿を乗り切れたことを自信にかえ、今後のさらなる成長に繋げてほしいと思いま

す。そして第一志望校の「合格」を是非勝ち取ってほしいと思います。 

３学年主任 小森  貴 

夏季休業中に、理数科の生徒は有意義な研修を行うことができ

ました。 

今年も１年生は長崎総合科学大学（２日間）へ、２年生は崇城

大学（２日間）、長崎県立大学（１日間）へ研修旅行に行きまし

た。日頃、学校では経験できないような実習や講義ばかりで、科

学に関する興味関心が更に高くなったようでした。また、自分の

将来の進路を決める上でも参考になることがたくさんあり、充実

した研修になったようです。 

 また、市内の小学生の希望者（48 名）に対して理数科の２年

生が先生役になり、理科の楽しさを伝えようという取り組みを行

いました。どの実験にも小学生は楽しそうに取り組み、理科への

関心が深まったようでした。 

〔長崎総合科学大学〕 

医療工学コース、知能情報工学コース、生命環境工学コース  

電気電子工学コース、建築学コース、船舶工学コースでの研修 

〔生徒の感想〕 

・二日間を通して、工学は人の生活をよりよくするためのすばら

しい学問なのだと思いました。今まで知らなかった職業につい

て知ることができ、職業選択の幅が広がりました。 

・一番興味を持ったのは人口網膜の開発です。横山先生の研究グ

ループは IC チップを眼球の中に全部入れ込む選択をして、医

者にも患者にも優しい治療を目指しているんだなと思いまし

た。 

〔崇城大学〕 

応用微生物工学科、宇宙航空システム工学科、薬学科 

ナノサイエンス学科での研修 

〔生徒の感想〕 

・ナノサイエンス学科の講義を受けて 

 はじめはナノサイエンスという名前を聞いてどんなことをす

る所か分からなかったが、ナノという原子や分子を構成する最

小単位は全ての学問の元になっているということを初めて知

ることができた。スパーボールを作成する実験も面白く、私た

ちの生活に密着した学問であることを実感できた。 

〔長崎県立大学〕 

食餌条件の違いがラット肝臓グリコーゲン量に及ぼす影響 

発酵食品の醸造に関与している微生物の観察カビの観察 

食品の着色に関する実験 

〔生徒の感想〕 

・解剖を行うのは初めての経験で、不安な部分もありましたが、

このような研究のおかげで私たちの生活の質が向上している

のだと実感しました。 

理数科担当 小佐々慎也 

◆体育祭 …９月３日（日） 9:00～ 開会（本校グラウンド） 

 本校グラウンドにて開催

クラス縦割り班別対抗で、伝統の島高魂をお見せします！ 
  ※自家用車での校内乗り入れはご遠慮ください。駐車場は隣の第一小学校グ

ラウンドか島原市役所駐車場(線路をはさんで海側)にお願いします。 

◆文化祭 …９月 10 日（日） ９:00～16:00  

◆文化祭 … ９午前：島原高校 午後：島原文化会館 

※11:10～12:00 中学生および保護者を対象とした学校説明会を実施 

 ※駐車場は島原文化会館駐車場か島原市役所駐車場(線路をはさんで海側)

にお願いします。 
 午前中は、本校体育館で写真部・語学部・図書部・理数科・放送部の発表

や、本校校舎にて各種展示が行われます。 

午後からは島原文化会館大ホールで放送部・文芸部・管弦楽部・合唱部の

発表が行われます。たくさんのみなさんのご来場をお待ちしています。  

小学生への実験講座  

■生徒の感想より 
○きつかったけど、自分の世界に入って勉強に没頭するのは
楽しかったです。勉強だけに集中できる環境はありがたか
ったです。 

○納得するまで質問に行き、わからなかったことが少しずつ
わかり始めて、勉強が楽しいとさえ思えました。 

○私が集中していない間にも集中している仲間がいて、与え
られた時間が同じでも、その時間の過ごし方や質で差がつ
くのだと気づいた。 

○朝起きて部屋の皆と励まし合い、友人との絆を再確認し、
頑張っていきたいと思えました。 

○今後は家庭学習時間を増やし、生活リズムを整え、集中し
て勉強に励んでいきたいと思いました。 

１年生：長崎総合科学大学研修  

２年生：長崎県立大学研修  


